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 11 月 3日、小川港さば祭り実行委員会(委員長：橋ヶ谷小川漁協組合長)並びに小川漁協で

は、小川港に水揚げされるサバの魅力を一般市民に認知してもらい、サバの魚食普及と消費

拡大につなげることを目的に、昨年に引き続き「小川港さば祭り」を開催しました。 

 当日は、先着 1万人に焼きサバが無料で提供されるということもあって、開会前から多く

の人が詰め掛けました。サバ(フィーレ)は、Ｕ字溝を利用した特製コンロで炭火焼きにされ、

が来場者に振舞われました。また、サバ汁やサバ料理の無料試食も行われ

 その他の主な受賞者と作品名は次のとおりです。(敬称略) 

▽優良賞(2 点)〈県水産物商業協同組合理事長賞〉金子愛実(藤枝順心高校 3 年）「まあじの

ちーずまき」、〈県魚市場協会長賞〉森谷奈央(浜松市立高校 2 年)「うなぎとマグロのあった

かブランケット」 ▽審査員会特別賞(2 点)〈JF 静岡女性連会長賞〉中村美公(伊東高校 1

年)「たまねぎとあじのミルフィーユ」、〈県料理学校協会長賞〉岡村有紗(静岡市立高校 1年)
熱々の焼きあがり

たほか、遊漁船の

りなどの盛りだく

３．富士丸 １ヶ

 11 月 7 日、県立

遠洋漁業練習指導

新港を出港しまし

ツオの一本釣りの
体験乗船、各種水産物の即売会、マイナス 30℃の冷蔵庫内の見学、模擬せ

さんの催しが行われ、終日家族連れ等で賑わいました。 

月の実習航海に出航             －県立漁業高等学園－ 

漁業高等学園(上村信夫園長)の第 38 期生 3人が、乗船実習のため、県の

船、富士丸(久保山俊幸船長、311t)に乗船し、マリアナ海域を目指し焼津

た。生徒たちは、鹿児島で活餌を積んだ後、沖縄を経てマリアナ海域でカ

漁労技術や甲板作業、機関の保守管理などを学び、12月 5日に帰港する予

「野菜たっぷり鮪のイガ栗ボール」 

６．平成 19 年度天草共販入札会が終了 

 本会の平成19年度天草共販事業は、11月 20日開催の第9回入札会をもって終了しました。

なお、今回の入札結果及び本年度の取扱累計は次のとおりです。 

◇今回の入札結果＝▽入札数量：12,912 ㎏(518 本) ▽取扱金額：8,728 千円 ▽平均単価：

6,759 千円(10 ㎏当たり) ▽最高入札額：11,290 円(10 ㎏当たり)〈生産地＝外浦、銘柄＝ま

くさ ◇本年度取扱累計＝▽入札数量:209,109㎏(8,392本) ▽取扱金額:197,271千円 ▽

平均単価:9,433 円 
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．平成 19 年度静岡県漁協組合長会議を開催 

本会では、11 月 21 日静岡市・クーポール会館において、県内漁協組合長、系統団体役員

の出席を得て、平成 19 年度県漁協組合長会議を開催しました。 

初めに本会西川会長の主催者挨拶、来賓の県産業部水産業局の坂 康之局長の挨拶の後、

き続き議事に入りました。議事では、県下 4地区漁協合併について、事務局から各地区の

併に係る協議等の経過、取組み状況等について説明され、また、信漁連の東出専務理事か

信漁連の経営改善計画の進捗状況について説明の後、夫々質疑応答がなされました。 

続いて、平成 18 年の要望事項に対する措置状況、平成 19 年度水産予算要望に対する措置

況について実行報告の後、平成 19 年度県漁協組合長会議要望事項(①静岡県漁協合併構想

信漁連経営改善計画に係る取組み②燃油価格高騰に対する緊急対策要望③漁港漁場漁村

整備に関する提案④磯焼け海域における藻場回復事業の取組み拡充)及び平成20年度県水

予算編成に対する要望事項(①県漁連等水産関係団体が行う指導・委託事業に対する支援

漁業生産の変動を緩和するための経営安定施策の継続③漁協合併の取組みの中で、漁協が

要とする貸付資金に際し、貸付金の利子に対する助成④第 12 回静岡県水産加工総合品評

開催に係る補助金の確保⑤漁港漁場整備の推進)について上程され、協議検討の結果、承

されました。 

引き続き、同会議実行委員会にて、対策を取りまとめた上、あらゆる機会を捉えて取り組

こととし、これら決議事項の具現化のため 11月 26・27 日には、自民党県連農林水産対策

絡協議会、及び県議会水産議員に対して要請を行った他、今後、県知事、担当部局へも陳

する予定です。 

．さば食わざぁー「第 2回小川港さば祭り」が開催される     －小川漁協ほか－ 

定です。卒業後は、県内の漁船に乗船し、即戦力としてその活躍が期待されています。 

 

４．田子の浦漁協をライフジャケット着用推進モデル漁協に指定      －清水海保－

 清水海上保安部では、11 月 14 日「平成 19 年度全国漁船安全操業推進月間」の期間中、ラ

イフジャケットの着用が顕著であった田子の浦漁協を「ライフジャケット着用推進モデル漁

協」に指定し、宮野直昭保安部長から指定書の授与とプレートの交付が行われました。 

 今後当保安部では、管内 10 カ所の漁協を順次、ライフジャケット着用推進モデル団体に指

定し、漁船海難事故防止運動を強力に推進して行くこととしています。 

５．高校生おさかな料理コンクール実技審査会開催      －県おさかな普及協議会－

 県おさかな普及協議会(会長：西川德市県漁連会長)では、11 月 17 日、鈴木学園中央調理

製菓専門学校静岡校(静岡市葵区)において、「第 3 回イキイキ高校生おさかな料理コンクー

ル」の実技審査会を開催しました。 

 このコンクールは、テーマを｢さかな大好き！私のヘルシーレシピ｣として、県内の高校生

を対象に、県内に水揚げされる魚介類、海藻類を使った高校生らしい独創性のあるアイディ

アお魚料理(レシピ)を募集したものです。 

 実技審査会には、応募のあった県下 26 高校・263 作品のうち、既に書類審査会(1 次審査)

で選考された 10 作品の入選者が出場し、腕を競い合いました。 

 審査は、県産業部水産業局の坂局長ほか 6人の審査員によって、独創性はもちろんのこと、

素材や栄養的にバランスが取れてヘルシーであるか、また、魚が持っている味が活かされて

いるかなどの 5項目について審査が行われました。 

 その結果、豆腐ベースの具を太刀魚で巻いて蒸し、カロリーを抑え、食感を大切にした料

理「太刀魚のふんわり蒸し」を創作した、永田綾乃さん(浜松市立高校 2 年)が栄えある最優

秀賞〈県知事賞〉に輝きました。また、優秀賞〈県おさかな普及協議会長賞〉には、鈴木郁

香さん(浜松市立高校 1年)の「うなぎとたちうおのクルクル巻き」が選ばれました。 

 同協議会では、今後、これらの作品をレシピ集にまとめ、県下の高校、鮮魚小売店等やイ

ベント時に配布し、家庭においても魚料理の献立の参考となるよう広く紹介していきます。

 


